
広域基幹林道整備事業
金城弥栄線
三隅線



緑資源幹線林道山陰ルート



金城弥栄線・三隅線位置図

金城弥栄線三隅線



事業の進捗状況

費用対効果費用対効果 B／C （総便益／総費用） ＝
金城弥栄線 １．０３
三隅線 １．０２



利用区域内の面積・蓄積
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浜田地域の林業・木材産業
動き始めた「循環型林業」

1

循環型林業の確立（森林・林業戦略プラン）

■ 循環型林業の確立
循環型林業とは、「木を伐って、使って、植えて、育てる」という林業サイクルが、永続的に繰

り返されることで、健全な森林経営と活力ある林業・木材産業の確立が図られ、環境保全と両立す
る持続可能な地域の発展の実現を目指すものである。
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2

新たな農林水産業・農山漁村活性化計画 第３期戦略プランの 策定

3

島根の農林水産業・農山漁村が目指すべき将来像
産業として自立す
る農林水産業

暮らしと結びつい
た農林水産業

活力ある元気な
農山漁村

基本目標

持続的に発展する島根の農林水産業・農山漁村の実現

各分野別戦略プランによる実践

森林・林業戦略プラン では
木を「伐って、使って、植えて、育てる」循環型林業の実現のため

・需要に応える原木増産プロジェクト
・木材製品の品質向上・出荷拡大プロジェクト
・低コスト再造林推進プロジェクト 他

浜田圏域のプロジェクト
①浜田版林業ビジネスモデル確立

プロジェクト
②木材製品の出荷拡大プロジェクト
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指 標 名 基準年（H26）→Ｈ３１

１ 林業生産
①原木生産量 ４１万ｍ3 → ６４万ｍ3

②県産原木自給率 ３３％ → ４４％

２ 森林整備 苗木生産量 ８１万本 → １７０万本

３ 地域資源活用 きのこ生産量 ２，５８７ｔ → ３，５００ｔ

４ 担い手の育成・確保
①林業就業者数 ８５６人 → １，０００人

②新規林業就業者数 ８１人/年 → ３５０人
（H27 H31累計）

５ 農山村対策

①山地災害危険地区新規整備着工数 ５，２２６箇所 → ５，３３１箇所

６０，２９９人 →  ６２，４００人

森林・林業戦略プラン（県全体の目標）
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指 標 名 基準年（H26）→H28→Ｈ３１

浜田版林業ビジネス
モデル確立ＰＪ

①森林経営計画に基づく原木生産量 10千ｍ3 → 15千m3 →     28千ｍ3

②認定事業体等による原木生産量 40千ｍ3 →  52千m3 →    60千ｍ3

③低コスト再造林対策苗木の生産量 0本 →    8千本 →    66千本

木材製品出荷拡大ＰＪ
①乾燥材出荷量 100ｍ3 →    327m3 →   586ｍ3

②製材品出荷量（県産材） 2,786ｍ3 → 3,085m3 → 3,000ｍ3

浜田地域のプロジェクト
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浜田市の土地利用の現状

浜田市の土地利用
森林面積 ＝55,992ha 54,282ha

国有林 1,710ha
耕地面積 ＝ 1,538ha
宅地等面積＝11,536ha

国有林

2%

79%

耕地

2%

宅地等

17%

島根県の土地利用
森林面積 ＝524,538ha 492,271ha

国有林 32,267ha
耕地面積 ＝ 27,772ha
宅地等面積＝118,514ha

国有林

5%

73%

耕地

4%

宅地等

18%

森林率＝81.0％ 森林率＝78.1％ 7

浜田市の森林資源の現状

スギ ＝ 6,618ha
ヒノキ ＝ 5,133
マツ類 ＝ 6,000
その他針葉樹＝ 375
広葉樹 ＝34,154

スギ

13%

ヒノキ

10%

マツ類

11%

その他針

1%

広葉樹

65%

スギ ＝ 78,543ha
ヒノキ ＝ 60,015
マツ類 ＝ 72,374
その他針葉樹＝ 159
広葉樹 ＝260,963

スギ

17%

ヒノキ

13%

マツ類

15%

その他針

0%

広葉樹

55%

広葉樹資源が多い 8
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三隅線 金城線

計画路線沿線の森林資源
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バランスのとれた森林資源
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金城線

日本製紙ケミカル

島根合板

三隅火力発電所

浜田圏域の主な木材需要
しまね森林発電

江の川木材共販市場

益田木材共販市場

益田原木市場

チップ工場

浜田管内は、製材工場、合板工場、チップ工場、バイオマス発電施設が揃う、全国でも屈指の好立地

製材工場

三隅線 R186

R9
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【斐伊川流域森林組合納材協議会】
（H20.10.9）

【島根県素材流通協同組合】
（H21.3.7）

県東部の６森林組合が、２つの合板工
場（松江市、境港）への県産材を出荷
を目的に設立し、協定による安定供給
を目指す。

従来の任意組織を解消し、協同組合を設立
（組合員数25
安定供給を行っている。

隠岐流域の素材生産事業体等６社
が、船便による原木の島外共同出荷
に向けて設立。合板工場等への安定
供給を行っている。

【隠岐（しま）の木出荷共同体】
（H26.3.25）

大型工場・県外への安定供給の取組

11

木の部位別の利用先イメージ（針葉樹）

バイオマス向け：根本

製材向け：太幹

合板向け：細幹

チップ向け：梢端部
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金城線

浜田圏域の主な木材需要・・・製材

江の川木材共販市場

益田木材共販市場

益田原木市場

三隅線

13

浜田圏域の主な木材需要

プレカット加工し建築現場へ丸太を製材機で加工 完成品乾燥

製材工場
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金城線

島根合板

浜田圏域の主な木材需要・・・合板

江の川木材共販市場

益田木材共販市場

益田原木市場

三隅線
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浜田圏域の主な木材需要

全国へ出荷原木をかつら剥き 完成品裁断・プレス・乾燥

合板工場・・・外材利用から国産材利用工場へ生産設備を更新
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金城線

日本製紙ケミカル

三隅火力発電所

浜田圏域の主な木材需要・・・チップ
しまね森林発電

三隅線
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浜田圏域の主な木材需要

チッパーにより破砕 バイオマス発電所完成品

チップ工場 バイオマス発電

タービン
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浜田圏域の主な木材需要・・・バイオマス発電

中国電力三隅火力発電所（石炭混焼） しまね森林発電 H27より稼働
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浜田圏域の主な木材需要・・・新たな動き

平成28年度よりこのエリアの豊富な広葉樹資源を家具などに加工し販売
これまで主にチップ材利用であった広葉樹材に付加価値を付けることで、中山間地域の所得向上を狙う
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三隅線 金城線

計画路線沿線の伐採状況
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弥栄町地内の伐採の様子（H28）

伐採前 伐採後

この現場は
スギ50年生（10齢級）
伐採面積＝0.95ha
搬出材積＝400m3

主に合板向けに出荷

平成28年度はこの地域で浜田市伐採面積の36.5％を占める
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計画路線沿線の森林整備の見通し
①森林資源

・40年生以上の森林が全体の87.9％を占める
→伐採を進めるべき森林の増加

・浜田市の伐採面積の４割弱を占める地域
→浜田市の伐採の中心地
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②木材生産、木材加工
・５年間(H24-28)の積極的な設備投資により

各社増産体制

③施策支援
・原木や木質バイオマスを出荷するための対策

→原木増産事業など
・再造林を推進するための対策

→伐採者と造林者の連携による伐採と再造林のガイドライン
造林事業など

事業体が購入したハーベスタ
立木を伐倒・枝払い・玉伐りする機械

今後も、地域の旺盛な木材需要を背景に、積極的な伐採が進むと同時に、再造林の増加が見込める地域
23
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